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Ⅰ．問題 

1．子育て支援における課題の深刻化と多様化 

少子化と核家族化，都市化が進行するなかで，

子育て中の母親の地域での孤立化は，現代日本

の社会構造が抱える最大の課題の 1 つである

（原田，1991）。戦後の工業化社会の孤立した

家庭には，児童虐待は今後も増加しやすいが，

とくに乳児では，生命のリスクと重篤な精神病

理の萌芽につながり易い（渡辺，2000）。これ

からの子育て支援は母子関係を対象にするだけ

でなく，家族全体さらに地域の中での生活全般

が絡む課題であるといえる。 

2．世代間伝達  

Lebovici（1988）によると，現実の乳児（real 

baby）は，幻想の乳児（fantasmatic baby）と

空想的な乳児（imaginary baby）を誘発すると

した。幻想の乳児とは，母親自身が赤ん坊だっ

た時の無意識の記憶である。空想の乳児とは，

母親自身が小さいときから「いつかこんな子ど

もがほしいな」と空想してきた乳児である。母

親にとって乳児の存在は，母親自身の中に抑圧

された未解決の心の葛藤を刺激する。そして，

葛藤を刺激する乳児は，母親を脅かす存在とも

なりうる。Fraiberg（1980）はこのような現象

を「赤ちゃん部屋のおばけ（a ghost in the 

nursery）」と呼んだ。 

3．母子観察による関係性の把握 

乳幼児観察は，Bick（1964）が創始した精神

分析の初期トレーニングの手法であったが，近

年になって研究法としての意義が見直されてき

たものである。過去の観察事例から，健全な社

会生活をおくる母親においてもなお，母子だけ

の孤立した時間のなかでは，赤ちゃんの要求内

容を理解する余裕がない，という実態があると

いえる。その背景として，母親の心の課題と子

どもの存在による母子交流の相互作用が影響を

与えているということがわかる。 

4．親になるということ  

柏木（1995）によると，日々子育てをしてい

る母親は，父親よりも成長感が高かったという。

子どもは親を人として育て，豊かにしてくれる

存在であるといえよう。そして，そのような存

在を慈しむことが困難になったこの社会を，私

たちは改めて考え直すべきではないだろうか。 

Ⅱ．本研究の目的 

本研究は，タビストック方式の乳幼児観察を

参考にした母子観察や投影法，そして家族イメ

ージ法を実施し，現代の母子関係の特質と家族

イメージについて検討することを目的とする。

既に同様の観察事例が報告されているが，今回

の研究知見が付け加えられることにより，現代

の子育て支援に有効な手かがりを与えてくれる

ものと期待される。 

Ⅲ．方法 

研究協力者：38週で正常出産した母親と男児 A，

父親という 3人家族であった。 

母子観察：タビストック方式乳幼児観察を参考

に生後 1ヵ月半から 1年間，原則として週 1回

1 時間の家庭訪問による自然観察を行った。観

察対象の中心は乳児であり，乳児の周りで生じ

る出来事を観察者の体験を含めて記憶にとどめ，

観察直後に記録した。 

遠城寺式・乳幼児分析的発達検査：生後 3ヶ月，

6ヶ月，9ヶ月，12ヶ月に実施した。 

母親へのインタビューと心理検査：インタビュ

ーとロールシャッハテストは母親のみ，バウム

テストは両親に対して，観察開始前と観察終了

後に実施した。三つの家・家族成員布置テスト

は両親に対して観察開始前，生後 3ヶ月と 9ヶ

月と観察終了後に実施した。 

Ⅳ．結果と考察 

1．Aの発達プロフィール 
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